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（百万円未満切捨て） 

１．平成24年２月期第１四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年５月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期 54,089 △0.7 2,892 114.6 2,716 89.6 △919 －
23年２月期第１四半期 54,469 △0.7 1,347 50.2 1,432 28.3 507 △23.9

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 

四半期純利益 
 円 銭 円 銭

24年２月期第１四半期 △14.19 －
23年２月期第１四半期 7.83 －

 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第１四半期 81,879 39,846 48.7 615.16
23年２月期 78,091 41,284 52.9 637.36

（参考） 自己資本  24年２月期第１四半期 39,846百万円 23年２月期 41,284百万円 

 
２．配当の状況 

 年間配当金 

 
第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年２月期 － 7.00 － 7.00 14.00 
24年２月期 －  
24年２月期(予想)  7.00 － 7.00 14.00 
（注）配当予想の当四半期における修正の有無： 無 
 
３．平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
（累計） 

109,600 △0.2 4,000 24.9 3,600 6.1 △1,400 － △21.61

通     期 219,200 0.3 6,900 1.5 6,700 △9.3 300 △90.7 4.63
（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 
 

 



 

 
 

４．その他（詳細は、【添付資料】Ｐ.４「２．その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無 

新規 ―社        、除外 ―社   
(注)当四半期会計期間における連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有 

(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更  無 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

   
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年２月期１Ｑ 65,013,859株 23年２月期 65,013,859株
② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 240,054株 23年２月期 240,054株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年２月期１Ｑ 64,773,805株 23年２月期１Ｑ 64,773,877株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了してお

りません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいております。そのため、様々

な要因により実際の業績は上記予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想につきましては

Ｐ.３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響に

より景気悪化に陥り、先行きについても不透明な状況にあります。小売業界におきましても、震

災に伴う生産活動の停滞や流通網の寸断による影響や、計画停電による営業時間短縮など厳しい

経営環境となりました。 

このような状況の中、当社グループは、お客様に共感していただける店舗づくりを目指し、良

質な商品とサービスをロープライスで提供できる仕組みの確立に取り組みました。 

震災発生後には、店内営業ができない店舗でもほとんどが翌日から駐車場を利用した店頭販売

を行い、お客様に食料品などの生活必需品をいち早くご提供いたしました。また、商品の調達や

店舗の早期営業に向けて全力で取り組み、地域のライフライン企業としての役割を果たしました。 

災害復旧・復興に向けた取り組みでは、行政への救援物資の提供、義援金の寄贈、災害復興支

援募金活動を行いました。さらに、当社が地盤とする茨城県において原発事故による農水産物へ

の風評被害が広がる中、安全性が確認された地元の商品を積極的に販売し、地産地消による地域

の活性化に努めました。 

なお、震災の影響によりＦＯＯＤ ＯＦＦストッカー芳賀店、勝田駅前店を閉鎖し、総店舗数

は当第１四半期連結会計期間末現在137店舗となりました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は540億89百万円（前年同期比0.7％減）と

なりました。営業利益は28億92百万円（前年同期比114.6％増）、経常利益は27億16百万円（前

年同期比89.6％増）となりました。また、特別損失に災害損失引当金繰入額15億66百万円、災害

損失9億17百万円及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額10億61百万円等を計上したこと

により、四半期純損失は９億19百万円となりました。 

 

 

 

 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ37億87百万円増加（4.8％増）

し、818億79百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ41億91百万円増加（18.9％増）し、263億63百万円となり

ました。主に現金及び預金38億35百万円の増加によるものであります。固定資産は前連結会計年

度末に比べ４億４百万円減少（0.7％減）し、555億15百万円となりました。主に有形固定資産の

減少４億７百万円によるものであります。流動負債は前連結会計年度末に比べ41億39百万円増加

（14.9％増）し、320億円となりました。主に買掛金の増加20億64百万円、東日本大震災の発生

に伴う復旧工事費用等に係る災害損失引当金の計上15億66百万円によるものであります。固定負

債は前連結会計年度末に比べ10億85百万円増加（12.1％増）し、100億32百万円となりました。

主に資産除去債務14億67百万円の計上、長期借入金の減少２億76百万円によるものであります。

純資産額は前連結会計年度末に比べ14億37百万円減少（3.5％減）し、398億46百万円となりまし

た。主に利益剰余金の減少によるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同

四半期末に比べ32億５百万円増加し161億76百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は55億79百万円（前年同四半期に比べ17億19百万円の増加）とな

りました。これは、主に税金等調整前四半期純損失12億76百万円であり、また災害損失の支払額

６億45百万円を支出したものの、資金の支出を伴わない資産除去債務会計基準の適用に伴う影響

額10億61百万円、災害損失引当金の増加額15億66百万円及び災害損失９億17百万円を計上したこ

とに加え、仕入債務の増加額20億64百万円及び未収入金の減少額８億３百万円等によるものであ

ります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は５億66百万円（前年同四半期に比べ１億77百万円の減少）とな

りました。これは、主に有形固定資産の取得による支出４億19百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は11億77百万円（前年同四半期に比べ３億３百万円の減少）とな

りました。これは、主に長期借入金の返済による支出６億59百万円及び配当金の支払額４億53百

万円等によるものであります。 

 

 

 

 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経営環境につきましては、夏場の電力不足や原発事故による放射能汚染問題など、不透

明な状況にあります。当社グループは、地域のライフライン企業として良質な商品とサービスを

ロープライスで提供できる仕組みの確立に取り組みつつ、電力不足に伴う使用電力の抑制にも積

極的に推進してまいります。 

平成24年２月期の連結業績予想につきましては、第２四半期（累計）の修正を行っており、具

体的内容については、本日公表（平成23年７月４日）の「特別損失の計上及び「平成24年２月期

第２四半期（累計）」業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 

 

(2)  簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められる場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

 

(3)  四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（会計処理基準に関する事項） 

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 

平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日)を適用しております。 

この適用により、営業利益及び経常利益が19百万円減少し、税金等調整前四半期純損失が

1,081百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

1,468百万円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20

年３月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告

第24号 平成20年３月10日)を適用しております。 

なお、適用による影響はありません。 

 

（表示方法の変更） 

四半期連結貸借対照表関係 

前第１四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました流動負債「リース債務」及び固

定負債「リース債務」は、重要性が乏しくなったため、当第１四半期連結会計期間より流動負債

「その他」に257百万円及び固定負債「その他」に462百万円を含めて表示しております。 

四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24

日 内閣府令第５号)を適用しております。 

この適用により、当第１四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目

を表示しております。 

（追加情報） 

災害損失引当金 

東日本大震災により、被災した資産の復旧工事費用等の支出に備えるため、当第１四半期連結

累計期間末における見込額を計上しております。 

これにより、当第１四半期連結累計期間の特別損失として災害損失引当金繰入額1,566百万円

を計上しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,177 12,341

受取手形及び売掛金 1,562 1,243

たな卸資産 3,896 4,210

繰延税金資産 2,130 1,257

その他 2,598 3,121

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 26,363 22,172

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,869 19,308

土地 11,549 11,555

その他（純額） 2,680 2,643

有形固定資産合計 33,100 33,507

無形固定資産 1,103 1,201

投資その他の資産   

投資有価証券 6,779 7,163

繰延税金資産 3,634 3,025

敷金及び保証金 9,857 9,954

その他 1,158 1,264

貸倒引当金 △117 △196

投資その他の資産合計 21,312 21,210

固定資産合計 55,515 55,919

資産合計 81,879 78,091
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 18,150 16,086

短期借入金 2,109 2,492

未払法人税等 1,129 1,483

賞与引当金 1,998 1,318

転貸損失引当金 24 24

災害損失引当金 1,566 －

その他 7,023 6,456

流動負債合計 32,000 27,861

固定負債   

長期借入金 2,105 2,381

退職給付引当金 1,922 1,907

役員退職慰労引当金 19 17

転貸損失引当金 12 18

債務保証損失引当金 115 115

資産除去債務 1,467 －

長期預り保証金 3,306 3,378

その他 1,084 1,127

固定負債合計 10,032 8,946

負債合計 42,032 36,807

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,428 14,428

資本剰余金 14,116 14,116

利益剰余金 11,403 12,775

自己株式 △138 △138

株主資本合計 39,809 41,181

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 37 102

評価・換算差額等合計 37 102

純資産合計 39,846 41,284

負債純資産合計 81,879 78,091
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 52,640 52,304

売上原価 39,380 38,241

売上総利益 13,260 14,062

営業収入 1,829 1,784

営業総利益 15,089 15,847

販売費及び一般管理費 13,741 12,954

営業利益 1,347 2,892

営業外収益   

受取利息 13 12

受取配当金 6 6

持分法による投資利益 25 －

補助金収入 35 9

その他 30 27

営業外収益合計 111 56

営業外費用   

支払利息 26 14

持分法による投資損失 － 214

その他 0 2

営業外費用合計 26 232

経常利益 1,432 2,716

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4 53

前期損益修正益 － 42

その他 0 2

特別利益合計 4 98

特別損失   

固定資産除売却損 2 4

減損損失 394 523

店舗閉鎖損失 0 18

災害損失引当金繰入額 － 1,566

災害損失 － 917

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,061

その他 1 0

特別損失合計 399 4,091

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,036 △1,276

法人税、住民税及び事業税 759 1,082

法人税等調整額 △229 △1,439

法人税等合計 529 △356

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △919

四半期純利益又は四半期純損失（△） 507 △919
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,036 △1,276

減価償却費 803 760

減損損失 394 523

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,061

災害損失 － 917

固定資産除売却損益（△は益） 2 4

持分法による投資損益（△は益） △25 214

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △78

賞与引当金の増減額（△は減少） 673 680

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20 14

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △6 △6

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 1,566

受取利息及び受取配当金 △20 △19

支払利息 26 14

売上債権の増減額（△は増加） 878 △318

たな卸資産の増減額（△は増加） △123 313

未収入金の増減額（△は増加） 1,086 803

仕入債務の増減額（△は減少） 1,479 2,064

未払費用の増減額（△は減少） △177 279

預り保証金の増減額（△は減少） △41 △72

敷金及び保証金の賃料相殺額 146 146

その他 △104 △35

小計 6,044 7,558

利息及び配当金の受取額 67 68

利息の支払額 △26 △15

災害損失の支払額 － △645

法人税等の支払額 △2,225 △1,386

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,859 5,579

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △494 △419

敷金及び保証金の差入による支出 △6 △81

敷金及び保証金の回収による収入 14 14

ソフトウエアの取得による支出 △210 △88

その他 △46 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △744 △566
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △961 △659

リース債務の返済による支出 △64 △64

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △454 △453

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,480 △1,177

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,635 3,835

現金及び現金同等物の期首残高 11,336 12,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,971 16,176
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

小売事業の営業収益及び営業利益の金額が全セグメントの営業収益合計及び営業利益合計の90％

を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

【セグメント情報】 

  当社グループは、スーパーマーケット事業を単一の報告セグメントとしており、その他事業につい 

 ては、重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。 

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第

17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

 

 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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